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市
議　三

宅
ま
り

観
光
厚
生

常
任
委
員
会

市
議

　
保
坂
れ
い
子

総
務

常
任
委
員
会

況
で
す
。

さ
ら
な
る

給
付
抑
制
策

　

総
合
事
業
の
検

証
を
す
る
間
も
な

く
、
2
0
1
8
年

の
改
定
で
は
、
介

護
保
険
の
給
付
か

ら「
要
介
護
１
・２
」

を
外
す
等
の
給
付

抑
制
策
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。
鎌

倉
市
の
場
合
、
介

護
認
定
者
の
65
％
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

介
護
保
険
法
に
基
づ
い
て
保
険
料

を
支
払
っ
て
い
ま
す
が
、
介
護
度
が

重
度
で
な
け
れ
ば
保
険
が
利
用
で
き

な
い
制
度
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

各
自
治
体
で
総
合
事
業
の
構
築
す
ら

ま
だ
整
っ
て
い
な
い
現
状
で
、
さ
ら

に
給
付
に
制
限
を
か
け
る
制
度
改
定

は
、
介
護
の
社
会
化
の
後
退
ど
こ
ろ

か
、
保
険
と
し
て
の
あ
り
様
そ
の
も

の
が
問
わ
れ
る
大
問
題
で
す
。
給
付

抑
制
に
よ
り
、

　

①
介
護
状
態
の
悪
化
を
招
く

　
②
家
族
の
介
護
負
担
増
に
な
る

　
③
介
護
離
職
の
増
加
に
つ
な
が
る

等
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

神
奈
川
ネ
ッ
ト
で
は
、
介
護
保
険

制
度
の
次
期
改
定
に
向
け
て
、

介
護
保
険
の
給
付
か
ら
「
要
介

護
１
・
２
」
を
外
さ
な
い
こ
と

を
求
め
る
署
名
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
介
護
の
社
会
化
を
後

退
さ
せ
る
な
と
い
う
市
民
の
切

実
な
声
を
届
け
て
い
き
ま
す
。
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介護保険制度は、介護等が必要な人の尊厳を保持し、
能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう
支援することを基本理念とし、2000 年に始まりました。
3 年ごとに見直しが行われていますが、給付抑制によ
り介護の社会化が益々後退しています。

総
合
事
業
へ
の
移
行

　

2
0
1
5
年
4
月
の
改
定
で
は
、

予
防
給
付
で
あ
る
要
支
援
1
・
2
の

ヘ
ル
パ
ー
の
「
訪
問
介
護
」
と
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
「
通
所
介
護
」
を
、

全
国
一
律
の
介
護
保
険
の
給
付
か
ら

外
し
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
と
し
て
市
が
独
自
に
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
は
、
こ
の
総
合
事
業
を
、
従
来

の
専
門
の
介
護
員
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

と
、
新
た
に
基
準
を
緩
和
し
た
人
員

配
置
の
事
業
所
や
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
に
よ
る
「
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
」
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
市
は
、
2
0
1
7
年
4
月
か

ら
1
年
か
け
て
総
合
事
業
へ
移
行
す

る
予
定
で
、
今
年
度
中
に
具
体
的
な

形
を
決
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

基
準
を
緩
和

　

現
時
点
で
市
は
、
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
で
は
、
身
体
介
護

を
伴
わ
な
い
生
活
援
助
を
行

う
場
合
に
限
り
有
資
格
者
の

基
準
緩
和
を
検
討
。
ま
た
通

所
型
に
お
い
て
は
、
軽
度
者

が
集
ま
っ
て
い
る
場
合
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
補
助
的
に
加
わ
る
こ
と
に
よ
る

人
員
基
準
の
緩
和
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

　

先
行
し
て
い
る
横
浜
市
や
藤
沢
市

で
は
、
基
準
を
緩
和
し
た
サ
ー
ビ
ス

の
報
酬
単
価
は
従
来
型
の
単
価
の
9

割
で
、
鎌
倉
市
も
減
額
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
鎌
倉
の
場
合
は
小
規
模
な

事
業
所
が
多
く
、
収
入
減
に
よ
る
事

業
所
の
撤
退
や
介
護
の
質
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

住
民
主
体
の
サ
ー
ビ
ス
は

　
可
能
か

　
「
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
」
の
う
ち
の
住

民
主
体
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
市

は
、
家
事
支
援
・
サ
ロ
ン
・
体
操
・

運
動
教
室
・
配
食
等
を
想
定
し
て
い

ま
す
。
す
で
に
一
部
地
域
で
は
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
化
に
伴
っ

て
新
た
な
担
い
手
の
確
保
が
課
題
で

す
。

　

そ
も
そ
も
住
民
主
体
で
は
継
続
性

が
担
保
で
き
ず
、
地
域
間
格
差
も
生

じ
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
は
期
待

で
き
ま
せ
ん
。
加
え
て
、
総
合
事
業

の
予
算
が
限
ら
れ
て
い
る
中
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
研
修
等
、
具
体
的

な
育
成
支
援
策
が
見
え
て
い
な
い
状

http://kamakura.kanagawanet.jp/

介護保険の後退を許すな

市議　三宅まり

カンパとボランティアの活動/問題解決はミニフォーラムで

　

参
議
院
選
挙
の
結
果
、
自
民
党
・
公
明
党
で
改
選
議

席
の
過
半
数
を
上
回
り
ま
し
た
。
衆
参
両
院
で
改
憲
勢

力
が
、
憲
法
改
正
の
国
会
発
議
に
必
要
な
3
分
の
2
以

上
の
議
席
数
を
占
め
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

参
院
選
最
終
日
の
7
月
9
日
に
神
奈
川
新
聞
が
県
内

1
0
0
人
の
有
権
者
に
「
3
分
の
2
」
の
意
味
を
質
問

し
た
と
こ
ろ
、67
人
が
「
知
ら
な
い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

調
査
の
規
模
と
し
て
は
小
さ
い
で
す
が
、
示
唆
す
る
と

こ
ろ
は
大
き
い
で
す
。

　
「
知
ら
な
い
」
と
答
え
た
人
の
中
に
は
「
ニ
ュ
ー
ス
を

見
な
い
」「
日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
て
考
え
る
余
裕
が
な

い
」
と
い
う
理
由
を
挙
げ
た
人
も
お
り
、
経
済
的
格
差

の
広
が
り
が
人
々
の
意
識
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ

と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
改
憲
を
目
指
す
首
相
が
、

そ
の
思
い
を
隠
さ
ず
に
憲
法
論
議
を
参
院
選
の
争
点
と

し
て
い
た
ら
、
有
権
者
の
関
心
も
変
わ
っ
て
い
た
は
ず

で
す
。
し
か
し
、
争
点
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
の
は
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
成
果
や
、
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
と
い

う
「
絵
空
事
」
で
し
た
。

　

自
民
党
の「
改
憲
草
案
」に
は
、国
防
軍
の
創
設
と
い
っ

た
こ
と
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
も
本

質
的
な
問
題
点
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
憲
法
に
よ
っ

て
保
障
さ
れ
て
い
る
基
本
的
人
権
の
軽
視
に
あ
り
ま
す
。

「
公
益
及
び
公
の
秩
序
」
が
優
先
さ
れ
、
個
人
の
基
本
的

人
権
は
制
約
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
が
基
底
に
あ
り
、

こ
の
草
案
に
沿
っ
た
改
憲
が
行
わ
れ
れ
ば
、
政
権
の
暴

走
は
歯
止
め
が
き
か
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
参
院
選
で
神
奈
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
動
は
、
比

例
代
表
で
大
河
原
ま
さ
こ
さ
ん
を
推
薦
し
ま
し
た
。
大

河
原
さ
ん
が
訴
え
た
の
は
、
改
憲
草
案
の
考
え
方
と
は

真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
、「
個
」
を
大
切
に
し
、
一
人
ひ

と
り
に
寄
り
添
う
政
治
で
し
た
。
結
果
は
残
念
な
が
ら

議
席
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
、

い
の
ち
と
平
和
を
基
本
に
据
え
た
政
策
へ
の
期
待
と
共

感
を
伝
え
る
活
動
に
、
今
後
も
力
強
く
取
組
ん
で
い
き

ま
す
。

鎌倉市要介護認定者数
（2016 年 3月 31 日現在）

高齢者人口

高齢化率

介護認定者数

介護保険事業費

保険料基準額

開始 2000 年

29,939 人

21.2％

3,625 人

約 40 億円

2,666 円

2016 年

53,541 人

30.3％

10,068 人

約 150 億円

5,170 円

「
個
」
を
大
切
に

　
　
共
に
生
き
る
社
会
へ

市
議
　
保
坂
れ
い
子

保険から外される !? サービス

区分

要支援 1

要支援 2

要介護 1

要介護 2

要介護 3

要介護 4

要介護 5

合計

認定者数 (人）

1,452
1,228
2,011
1,900
1,367
1,184
　926
10,068

6,591
65％

● 要支援 1・2 に加え
　 要介護 1・2 まで介護保険の給付から外される
　・生活援助（掃除、洗濯等）
　・福祉用具（車椅子、ベッド等）
　・住宅改修（手刷り設置、バリアフリー化等）
　は自己負担

● ケアプランの作成も有料化

● 利用料は一律 2 割負担　等

3,477
35％

認定者全て

生活援助

住宅改修

福祉用具
ケアプラン作成有料
利用料は 2割負担

　
③
介
護
離
職
の
増
加
に
つ
な
が
る

　

神
奈
川
ネ
ッ
ト
で
は
、
介
護
保
険

介
護
保
険
の
給
付
か
ら
「
要
介

護
１
・
２
」
を
外
さ
な
い
こ
と

ケアプラン作成有料
利用料は 2割負担利用料は 2割負担

要介護 2
まで外される

私、
40 歳か
ら保険料
払ってま
すが…

退
さ
せ
る
な
と
い
う
市
民
の
切

私、
40 歳か
ら保険料
払ってま
すが…


